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「はぁーてぃ」は英語で“心の温かい”、“真心のこもった”という意味をもつ「Hearty」の読みを日本語表記したものです。

益田市社協 検索社協ホームページ

　匹見保育所では、豊かな自然の中での活動や、地域の方々との交流を大切にしています。
　去る４月16日、園児たちは、昨年に引き続き地元の高津川漁協の方と一緒に、保育所の裏
に流れる高津川支流の匹見川へ出掛けました。河川敷に着くと、高津川漁協の方に鮎をバケ
ツに分けてもらい、そっとバケツを傾けながら放流しました。
　園児たちは、すいすいと泳いでいく鮎に「元気に育ってね」「大きくなってね」と声を掛
けていました。

水質日本一　清流高津川「鮎放流体験」
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　匹見町の森本商店様より、益田市立匹見高齢者
生活福祉センター「ふれあいの園」や益田市立特
別養護老人ホーム「もみじの里」の入所者の皆さ
んに、母の日のカーネーションをいただきました。
ありがとうございました。

平成27年度　社協会費ご協力のお願い
　日頃より、社会福祉協議会にお寄せいただいておりますご支援ご協力に、厚くお礼申しあげます。
　平成27年度も社協会費の募集を行います。毎年市民の皆さまには全世帯加入のお願いをしています。ま
た、地域で活躍されている法人や団体・事業所などにもご協力をお願いしています。皆様からのご支援ご協
力をよろしくお願いいたします。

【申込方法】　一般会員会費につきましては、各自治会を通じ、お願いしております。
　賛助会員、特別会員のご加入につきましては、直接社会福祉協議会窓口、または下記連絡先にお問い合
わせください。

《お問い合わせ先》　益田市社会福祉協議会　TEL：２２ ‐ ７２５６　FAX：２３ ‐ ４１７７まで

　他にも、誰もが安心して暮らせるま
ちづくりを進めるための各種事業の貴
重な財源として活用されています。

【会費の種類】　いずれも１口あたりの金額です。
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母の日にきれいなお花のプレゼント

一般会費 800円 地区社協・自治会を通して各世帯にお願いしています。
賛助会費 1,000円以上 社協役員、評議員、福祉関係機関・団体及びその役員、その他個人
特別会費 5,000円 篤志家、会社、団体等

福祉講演会・研修会 相談事業 サマーボランティア

【会費の使途】　皆さまからお寄せいただいた会費は…
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　少子高齢化の急速な進行、家族や地域のあり方の変容、経済や雇用を巡る厳しい情勢を背景に、引きこも
りや虐待、生活困窮者の増加など地域での生活課題は多様化するとともに、拡大し深刻さを増しています。
　こうした多様な課題へ対応していくためには、地域の福祉力を高めていくことが不可欠であり、一人ひと
りが地域の生活・福祉課題に気づき、受け止め、その解決に向けて提案・実践していくことが必要です。ま
た、社会福祉関係者や行政はともに地域福祉を推進するパートナーとして、その実践を支援するとともに、
福祉力を高めるためにより一層連携・協働していくことが必要です。
　そうしたことから、住民相互の助け合い、支え合いをめざし、見守り、声かけ活動など地域での取り組
み、支え合いマップづくり研修会、入居債務保証支援事業の創設、生活困窮者自立支援事業の導入円滑化の
取り組み等を行いました。
　一方、介護保険事業は施設入所志向の高まり、在宅重介護度の方の減少等により厳しい状況でしたが、下
期には少しずつ実績が伸び前年比100.7％の実績となりました。引き続き、空き情報の提供を継続し、新規
利用者やリピーターの獲得、加算取得等に努めていきます。

平成２６年度　益田市社会福祉協議会事業報告

地域福祉関連事業（内訳） 単位（円） 生活支援関連事業 単位（円）
福祉活動専門員活動事業 22,673,967 ふれあい福祉相談事業 3,279,109
地域福祉活動推進事業 20,663,606 生活福祉資金貸付事業 3,179,786 
ふれあいのまちづくり事業 8,056,142 福祉サービス利用援助事業 10,674,229 
マイクロバス運行事業 7,276,965
配食サービス事業 1,411,400

平成26年度　一般会計決算

※下記表参照

計 1,350,1６7,513

計 1,350,1６7,513

収　入

支　出

単位：円

単位：円

会費収入　14,894,200 寄附金収入　11,885,651

経常経費補助金収入　94,922,130

受託金収入　35,737,471

介護保険収入　566,729,948

自立支援費等収入　4,112,250

私的契約利用料収入　5,597,060

事業外収入　155,500

経理区分間繰入金収入　63,968,304

受取利息配当金収入　27,836

前期末支払い資金残高　171,177,572

法人運営事業　172,673,267

地域福祉関連事業　60,082,080

ボランティアセンター活動事業　5,743,534

総合福祉センター管理経営事業　18,798,577

地域包括支援センター設置経営事業　21,953,780

特別養護老人ホーム管理経営事業　412,161,880

養護老人ホーム管理経営事業　153,228,695

高齢者生活福祉センター管理経営事業　30,950,747

福祉基金事業　9,503,515

善意寄附金事業　20,543,315

児童館管理経営事業　17,824,559 

老人デイサービス管理経営事業　101,303,939

訪問入浴介護事業　47,098,433 

訪問介護等事業　143,203,160 

居宅介護支援事業　46,990,831

高齢者・障害者支援事業　3,094,438

共同募金配分金事業　11,876,127

生活支援関連事業　28,037,653

保育所管理経営事業　45,098,983

積立預金取崩収入　76,999,000

その他の収入　40,389,160

雑収入　4,604,924

利用料収入　995,410

指定管理料収入　243,672,000

貸付事業等収入　2,526,000

共同募金配分金収入　11,606,127

負担金収入　166,970
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「社協事業にご協力いただき ありがとうございました」
　誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを進めていくために市民の皆さまか
らの会費や寄付金・共同募金配分金などで関係機関や団体・ボランティアそして
多くの市民の皆さまの参加と協力を得ながら以下の各種事業を実施しました。

平成 26 年度
事業報告

○理事会５回／評議員会４回／監査会２回の開催
○広報活動　社協だより「はぁ～てぃ」発行（年６回）
　　　　　　ホームページによる広報
○会員の増強と社協財源の確保
○地区社協支援　財源支援総額　12,272,400円

社協基盤の強化推進

【特別養護老人ホーム】
○美寿苑（定員30人） ………定床利用率　101.2％
○もみじの里（定員30人） …定床利用率 　97.0％
【短期入所生活介護事業】
○美寿苑（定員６名） …月平均利用者数 　15.6人
〇もみじの里（定員８人）
　…………………………月平均利用者数 　18.7人

【高齢者生活福祉センター事業】
〇ふれあいの園（定員12名）
　…………………………月平均利用者数 　11.4人
【養護老人ホーム事業】
〇春日荘（定員50名）
　訪問介護………………月平均利用者数 　28.6人
　通所介護………………月平均利用者数　　5.9人
　福祉用具貸与…………月平均利用者数 　19.1人

施設福祉サービスの経営管理強化

【地域包括支援センター】
○美都地域包括支援センター……………………… 介護予防ケアプラン　581人／延べ相談件数　　157件
○匹見地域包括支援センター……………………… 介護予防ケアプラン　535人／延べ相談件数 　　93件
【介護保険事業】
○訪問介護事業……………… 延べ訪問回数　本所　10,069回／美都支所　2,102回／匹見支所　2,046回
〇訪問入浴介護事業………………………………………………………………………延べ利用者数　1,735人
〇通所介護事業…………………………………… 延べ利用者数　美都支所　6,507人／匹見支所　2,618人
〇居宅介護支援事業………… 延べ利用者数　本所 　1,243人／美都支所　　444人／匹見支所　　596人
【移送サービス】……………………………………………………………………………延べ利用者数　　　0人
【配食サービス】…………………………………… 延べ利用者数　美都支所　1,162人／匹見支所　　782人

在宅福祉サービスの運営強化
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○福祉教育協力校……………………… 31校指定
○サマーボランティアスクール開催… 80人参加
○福祉出前講座………………… 利用件数　33件 
○出前による手話学習会……………６校　310人

○民生融金…………………… 74件／2,077,000円
○生活福祉資金………………５件／1,873,791円
○日常生活自立支援事業　
　問合せ・相談件数 ……………………… 1,271件
　実利用件数………………………………… 65件
○法人後見事業………………………… ３件受任

【ふれあいのまちづくり事業の推進】
〇先駆的、モデル的事業への助成
　……………………………… 11団体／1,315,300円
〇法律相談の毎月開催
〇小地域ネットワーク活動
　各地区社協及び福祉委員会への活動助成
　友愛メール事業（美都地域） ………延べ1,026人
　ふれあいネットワークまちづくり研修会開催
【高齢者、心身障がい児（者）福祉事業の推進】
〇匹見宅配買物代行サービス
　………………………登録24世帯／延べ125回利用
〇シルバーハウジング生活援助員派遣事業 36世帯
〇ふれあい・いきいきサロン事業
　新規３ヶ所／継続81ヶ所 ……………… 計84ヶ所
　交流事業………………９交流会／332,700円助成

〇福祉マイクロバス運行事業
　利用団体延べ……………………………… 138団体
　利用者数延べ……………………………… 3,395人
〇総合福祉センター事業
　年間利用実績　センター会議等……… 27,415人
　　　　　　　　入浴……………………… 2,142人
　老人・母子講座、研修会…………… 67回／934人
　老人、母子相談……………………… 21回／ 75件
【児童福祉対策事業の推進と母子等の組織支援】
〇児童館・保育所の管理運営
　益田地域の４児童館（益田、吉田、高津、飯田）
　匹見地域の匹見保育所
〇子育てサロン
　新規０ヶ所／継続11ヶ所 ……………… 計11ヶ所
【社会福祉大会の開催】…………………… 250名参加

福祉教育の推進と支援

〇「ますだボランティア情報」の発行（年２回）
〇ボランティアセンター研修会の開催
　（約60名参加）
〇個人登録…………………………………… 260人
〇団体登録……………………… 75団体／1,836人
〇相談件数…………………………………… 458件
〇広島市大雨災害支援活動

ボランティアセンターの充実強化生活支援事業の推進

福祉のまちづくりの推進
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花づくりがつなぐ地域のつながり
持石自治会上４組

日　　　時：８月４日㈫　10：00～16：00
場　　　所：益田市総合福祉センター
　　　　　　（益田市須子町３－１）
相談担当者：浜田公証役場　大本　哲 公証人
※事前に予約をお願いします。
※秘密は厳守されます。
予約・問い合わせ：
　　　　　　益田市あんしん生活支援センター
　　　　　　（益田市社会福祉協議会）
電　　　話：0856-22-7256
担　　　当：木　村　伸　幸

8月４日（火）は
「公証人による無料相談会」です

― 公正証書があなたを守ります ―

相続争い、老後の金銭管理、養育費金銭・土地のトラブルなど
こんな不安や疑問をずっと抱えていませんか？

ふれあい福祉相談所のご案内
７月・８月の相談日

場所 ： 益田市総合福祉センター
無料法律相談

13:00～15:00（要予約）
ふれあい福祉相談
10:00～15:00

老人母子相談
10:00～15:00

７月 10日㈮ 10日㈮ 10日㈮・24日㈮

８月 14日㈮ 14日㈮ 14日㈮・28日㈮

益田市社会福祉協議会　☎２２－７２5６
（月～金　8 : 30 ～ 1７ : 30）

問い合わせ
予　　　約

　上記相談日以外
でも専任相談員が
お受けします。

　私たちが住む地域は、16軒の小さ
な新興住宅集落です。５分もあれば
全戸に配布物が配れる本当にまと
まった地域です。小さな集落です
が、若い世帯が多く、子どもたちは
20名を越えます。本当に力強いうれ
しい地域です。
　しかし、昼間はほとんどの家庭が
働き人で、顔を合わすことは稀で
す。何とかもっとつながりが欲しい

と子どもたちに呼びかけ、子どもたちが名付けた『アシタバ子ども会』
ができました。
　社協の『地域福祉活動助成事業』の助成を受け、『花づくりをとお
してつながろう』です。植え付け、水やり、草取り、プレートづくり
など、今、プランターからはみ出るほどの花が咲き誇っています。親
子で取り組んだ成果です。

わたしたちの

ふくしのまちづくり


